
窓や窓のサッシの結露にお悩みではないですか？

住まいによっては、壁紙の裏や壁紙の中、断熱材にまで結露が発生している場合も

あります。

この結露を放置してしまうと、カビやダニの原因となり、知らず知らずのうちに

吸い込んでしまい、カビが気管支や肺に感染してアレルギー症状等を引きおこし

人体への悪影響が心配されます。

免疫力の低い、小さなお子様や高齢者の方は特に注意が必要です。

子供にカビを含んだ空気を吸わせたり、ダニの悪影響を受けさせたくありませんよね。

結露に気が付いたらこまめに拭き取ることも大切ですが、毎日では大変です。

そこで結露対策として、①断熱性効果が高いペアガラスにする　②現在あるサッシの

室内側に、もう一枚サッシを取り付ける二重サッシにする、という対策もありますが、

ぜひ知っていただきたのが、「薩摩　中霧島壁」です。

消臭機能・調湿機能・マイナスイオンを放出してくれる、火山灰・シラスを主成分とする

100％自然素材のみの内装仕上げ材です。

中霧島壁にすることにより、結露を押さえてカビが発生しにくくなります。

室内の湿気を調整するのがシラス壁の特徴。室内の湿度に応じて湿気を吸湿・放湿し

オールシーズン快適に過ごせます。

中霧島壁に触れた室内の空気は殺菌・浄化され家族の健康を守ります。

焼肉をしても、次の日には臭いがなくなります。（流山市Ｓ様）

室内干しをしても乾きやすく、湿度が高い日もカラっとしています。（柏市Ｈ様）

結露からのカビ発生による健康被害の危険性

カビがはえてしまう前に結露を取り除きましょう

お問合せ

TEL          04-7132-2041

FAX         04-7132-2042

E-Mail info@suzuki-naturaldesign.com  

NPO特定非営利法人「木の住まいを創る会」

http://woodhome.jp/

株式会社スズキ建築設計事務所

http://suzki-naturaldesign.com/

お客様の声


